
 
 

令和５年度学校経営計画に対する最終評価 報告書 

     石川県立七尾城北高等学校 

重 点 目 標 具 体 的 取 組 主担当 実現状況の達成度判断基準 評価 分析（成果と課題）及び次年度の扱い（改善策等） 

１ 

 

GIGA スクール

構想の ICT 機器

等を活用した個

別 最 適 な 指 導

（個別化）と学

習（個性化）を

改善・向上させ、

基礎・基本の定

着を更に図ると

ともに、授業の

ユニバーサル化

（視覚化・音声

化・焦点化・共

有化など）を一

層推進すること

で、主体的に学

習しようとする

態度を育む。 

① 

 

 

視覚化・音声化
・焦点化・共有
化などのユニバ
ーサルデザイン
化の観点を取り
入れた個別最適
な授業を行う。 

教務課 

 
 

全教職 

員 

「ユニバーサルデザイン化の
観点を取り入れた個別最適な
授業・指導ができている・ほぼ
できている」教職員の割合が、 
Ａ  １００％   である 
Ｂ   ８０％ 以上である 
Ｃ   ７０％ 以上である 
Ｄ   ７０％ 未満である 

 

Ａ 

GIGA 校内研修を重ね、ユニバーサルデザインを意識した

教材が有効であるとの共通理解が進み、各教員が工夫を凝ら

した教材を使って授業を行った。教員への自己評価アンケー

トでは、｢できている｣が２５％、｢ほぼできている｣が７５％

であった。生徒へのアンケート結果からも、｢スライドなど

が参考になる｣８７％、｢わかりやすい授業｣８６％という評

価を得た。ユニバーサルデザインを意識した授業展開が標準

化しており、今後も互見授業等をとおして授業改善を図る。 

 

② 

 

 

ＩＣＴ機器の効
果的な活用や協
働を促す授業を
行う。 

教務課 
 
 
各教科 

 

「主体的に授業に参加できて
いる・ほぼできている」生徒の
割合が 

Ａ    ８５％ 以上である 
Ｂ    ６５％ 以上である 

Ｃ    ５０％ 以上である 

Ｄ    ５０％ 未満である 

Ｂ 

生徒への授業評価アンケートによると、｢授業に意欲的に

参加できている・ほぼできている｣と回答した割合は、前期

７５％、後期８３％であった。 

来年度は、教員の研修を進めることにより、ＩＣＴ機器

（Chromebook 等）をさらに有効活用し、主体的に授業に参

加できる生徒を育てていく。 

 

学校関係者評価委員会の評価 

・デジタル機器を使った指導方法は生徒の興味・関心も高いと思われるので、先生方の研修も含めて、更なる向上をお願いしたい。 

・今後も教育機器の積極的活用を図りつつ、「あるから使う」式から、この場面こそ有効だという教材教具の発掘を、教科の専門性を超えた互見授

業等を通して取り組んでいっていただきたい。 

 

学校関係者評価委員会の評価を踏まえた今後の改善策 

・多様な生徒に対して、一人一人丁寧に指導し、誰も取り残さない教育のためのＩＣＴ機器に関する研修に精進する。 

・定時制通信制高校県内７校の相互授業参観による有効的なＩＣＴ機器の活用方法の研修、ＩＣＴ支援員と協力した校内ＧＩＧＡスクール構想の研
修など、研修の向上・充実を行う。 
・ＧＩＧＡスクール構想のもと、有効的な活用場面を想定し、生徒のタブレット等の活用力、情報発信力、意見交換力を高める。また、授業のユニ
バーサルデザイン化の観点から、今一度授業を点検し授業作りを丁寧に行う。 

 

 

 



 
 

重 点 目 標 具 体 的 取 組 主担当 実現状況の達成度判断基準 評価 分析（成果と課題）及び次年度の扱い（改善策等） 

２ 学 校 生 活 全
般 を 通 し て
社 会 で 必 要
な ル ー ル や
マ ナ ー の 定
着 を 図 る と
ともに、集団
活 動 の 中 で
の 役 割 を 担
う こ と で 自
己 肯 定 感 を
高める  

① 各種教室（非行

防止教室、防犯

教室など）の開

催により、生徒

の規範意識を高

め、ルールやマ

ナーを守ること

の大切さを意識

させる。 

生 徒 

指導課 

 

 
 

「ルールやマナーを守って学
校生活を送っている・ほぼ守っ
ている」生徒の割合が 

Ａ   ９５％ 以上である 

Ｂ   ８５％ 以上である 
Ｃ   ７５％ 以上である 

Ｄ   ７５％ 未満である 

Ａ 

 生徒指導に関する生徒への意識調査では「ルールやマナー

を守って学校生活を送っている」と回答した生徒は４０．９

％、「ほぼ、ルールやマナーを守って学校生活を送っている」

と回答した生徒は５９．１％であった。 

 引き続き携帯電話を預けるなどの指導や各種教室などを通

して生徒の規範意識の高め、ルールやマナーを守ることの大

切さを意識することに繋がるよう努める。 

② 学校行事や生徒
会活動等への参
加により、集団
の一員としての
自覚を持ち、自
己肯定感を高め
る。 

 

生 徒 

指導課 

「学校行事や生徒会活動等に
参加し、自分の役割を果たした
・ほぼ果たした」生徒の割合が 
Ａ   ９０％ 以上である 
Ｂ   ８０％ 以上である 
Ｃ   ７０％ 以上である 

Ｄ   ７０％ 未満である 

Ｂ 

生徒指導に関する生徒への意識調査では「自分の役割を果

たしたと感じている」と回答した生徒は３１．８％、「ほぼ、

自分の役割を果たしたと感じている」と回答した生徒は５

０．０％であった。 

学校行事において、キャリアパスポート、振り返りシート

の取組をとおして行事の意義を理解し、積極的に参加するな

かで自己肯定感を高めた生徒が多くいた。次年度も自己肯定

感の高まる行事を継続や働きかけに努める。 

③ 「学校いじめ防
止基本方針」に
基づき、毎日の
生徒情報交換会
・個人面談・ア
ンケート等を実
施することで、
いじめを未然防
止する。 

生 徒 
指導課 
 
 
全教職 

員 
 

「いじめを未然防止する取組
をとおして、生徒の現状を理解
し、十分成果を上げている・ほ
ぼ上げている」教員の割合が 
Ａ １００％     である 
Ｂ   ８７％ 以上である 
Ｃ   ７５％ 以上である 
Ｄ   ７５％ 未満である 

Ａ 

いじめを未然防止する取組を通して、生徒の現状を理解

し、「十分成果を上げている」と回答した教員が１００．０

％であった。教室内等で友人との関わり方の相談をする生徒

はいるが、生徒からのいじめの訴えや報告はない。 

引き続き毎日の教員間での情報交換や生徒への声かけ、相

談しやすい雰囲気づくりなどを通して未然防止・早期発見解

決に努める。 

学校関係者評価委員会の評価 

・いじめの訴えや報告が無かったのは良いことだと思います。先生方も、より一層それぞれの生徒へ目を配っていただきたい。 

・行事や授業での話し合い等で協同作業の場面を増やしていってもらいたい。 

・社会の一員である、一人ではないと思ってもらえると良い。 

・定期と随時の情報交換を継続して生徒理解に努めて欲しい。 

学校関係者評価委員会の評価を踏まえた今後の改善策 

・毎日行う全教員による生徒情報交換会（情報共有、課題解決など）、日々の観察や声かけなどを通して、生徒一人一人の変化を見逃さない。 

・わかった・できた・褒められた・協力しあえたと成長を実感できる協同作業の場面を再構築し、自己肯定感を高める。 

・様々な不安や課題に対して、学習支援、社会的支援、福祉的支援、医療的支援などを行い、一人でない安心感を持たせる。  

・授業、生徒情報交換会、日々の観察や声かけなどを通して、鋭意生徒理解に努める。 



 
 

 

重 点 目 標 具 体 的 取 組 主担当 実現状況の達成度判断基準 評価 分析（成果と課題）及び次年度の扱い（改善策等） 

３ キャリア教育
を推進する中
で、社会人と
して必要な人
間力や望まし
い勤労観・職
業 観 を 育 成
し、個に応じ
た進路実現の
ための指導の
充実を図る。 

 

 

 

 

① 

 

 

 

進路講話、進路
学習会、企業ガ
イダンス等の体
験をとおして、
勤労観・職業観
を育み、進路選
択の能力を高め
る。 

進 路 

指導課 

 

 

 

「進路講話、進路学習会、企業
ガイダンス等の体験をとおし
て、勤労観・職業観を持つこと
ができた・ほぼできた」生徒の
割合が 
Ａ   ８５％ 以上である 

Ｂ   ６５％ 以上である 

Ｃ   ５０％ 以上である 
Ｄ   ５０％ 未満である 

 

Ａ 

「いしかわ企業人インタビューＤＶＤの視聴」、「定通企

業ガイダンス」、「社会保険労務士を招いての進路講話」、

「今年度の求人票の教室掲示」、「２度の進路希望調査後の

面談」など、生徒の進路意識向上を目指してきた。 

行事後のアンケートでは、全員が勤労観・職業観を持つこ

とが「出来た」か「やや出来た」と答えた。 

次年度も意識が高まる行事を継続し、生徒個々に応じたき

め細かい進路指導に努める。    

 

                    

② 

 

 

 

教育振興会と学
校の繋がりを深
めるため情報発
信に務めると共
に、会員企業に
依頼し、企業見
学等を実施す
る。 

総務課 

 

 

 

希望する生徒に、会員企業で企
業見学等を実施することがで
きた割合が 
Ａ １００％  である 
Ｂ  ６５％以上である 
Ｃ  ５０％以上である 

Ｄ  ５０％未満である 
Ｃ 

本校教育振興会の会員企業に企業見学等の受け入れを依

頼したところ１７の会員企業から受け入れ可能の返事をい

ただいた。卒業予定者以外の生徒に受け入れ可能の会員企業

を提示し、希望調査を実施したところ２名の生徒が企業見学

を希望した。２名の生徒の希望を聞きながら夏休み期間に３

企業の見学を実施した。当日、１名が体調不良で欠席し１名

だけの見学になったが、実際に作業をしている現場を見学す

ることができ、大変参考になったという感想を聞くことがで

きた。 

学校関係者評価委員会の評価 

・体調不良で欠席した１名について、事前に予備日を設定したり、後日見学を行ったり等の対応が必要であると思う。 

・企業見学希望者が２名だったの様だが、より多くの生徒が参加しやすいような工夫ができると良い。  

・進路についての学習と体験を適時に位置づけて、正しい勤労観・職業観を培って欲しい。  

 

学校関係者評価委員会の評価を踏まえた今後の改善策 

・予備日・別日を設定し、欠席した生徒が見学をできるようにする。 
・半数を超える生徒がアルバイトを行っており、インターンシップに消極的な傾向も見られるので、インターンシップの目的の一つである「社風が
自分に合っている」、「やりたいことができる」、「ここで働くイメージができない」、「自分の個性や特性が活かせない」などを実体験できる
良さを再認識させるとともに、自ら企業を選択できるようにする。また、地元の企業を経験することで地元で働くことの良さを自ら考えさせる。 

・目標とすべき将来の生き方や進路を考えさせ、それを実現するために、学習と体験を関連付けて指導し、勤労・職業に必要な能力・態度を育成す

る。なお、多様な生徒に対して、生徒一人一人への提示の仕方を今まで以上に工夫して意識づけを図る。 

 



 
 

 

重 点 目 標 具 体 的 取 組 主担当 実現状況の達成度判断基準 評価 分析（成果と課題）及び次年度の扱い（改善策等） 

４ 家庭や地域と

連携した健康

教 育 を 推 進

し、健康安全

指導の充実を

図る。 

① 

 

 
 

② 

 

計画的に健康安
全指導の充実を
図る。 
 

食育をとおして
食の知識を身に
つけるととも
に、食生活を改
善するよう指導
する。 

 

保 健 

厚生課 

 
 

各担任 

 

「各種の健康や安全に対する
取り組みが生活習慣の改善に
役に立つ・ほぼ役に立つ」と思
う生徒の割合が 

Ａ   ９０％ 以上である 
Ｂ   ８０％ 以上である 

Ｃ   ７０％ 以上である 

Ｄ   ７０％ 未満である   
 

Ａ 

１１月に歯科医による歯科保健指導の講演会（講義及び歯

みがき実習指導）を実施した。事後に行ったアンケートの結

果、受講した全員が「講演会はよかった・ややよかった」、

また「学んだことが今後役に立つ・やや役に立つ」と回答し

た。 

 次年度も生徒に正しい知識や技術を伝え、生徒自ら健康で

安全な生活を実践しようとする意識の向上を目指す。 

学校関係者評価委員会の評価 

・食育や歯科に関する事柄は、健康作りや落ち着いた生活の基礎であり、大変重要な事柄であるので、これからも継続的な指導をお願いしたい。 

・歯の大切さや、良い内容の食事の必要性など役に立つ講演会であったと思う。 

・講演会等による説得力のある科学的知見と、例えば「自分でも簡単に作れる栄養満点の朝食づくり」のような、より日々の実践に半歩でも前進さ

せるような取組みを工夫していっていただきたい。 

学校関係者評価委員会の評価を踏まえた今後の改善策 

・食育指導、歯科保健指導、生活調査による生活改善指導など、鋭意継続する。 

・講演会による指導は、生徒の生活改善に対する意識を大変向上させるので、鋭意継続する。 

・定期的なアンケートを通して、実態把握に努めていくとともに、日常的な声かけ指導を続けることで、本人の意識と生活習慣を改善させる。 

 

 

 

 



 
 

 

重 点 目 標 具 体 的 取 組 主担当 実現状況の達成度判断基準 評価 分析（成果と課題）及び次年度の扱い（改善策等） 

５ ワークライフ
バランスの視
点を意識し、
効率的な校務
運営を推進す
ることで、メ
ンタルヘルス
の保持増進に
努める。       

 

 

① 

 

 
 

 
 
② 

 

書類・データ等
の整理整頓を行
うと共に、重要
度と緊急性の観
点から優先順位
を決める。 
 
お互いに協力し
合うことで効率
的に業務を遂行
する。 

 

全教職 

員 

 

「お互いに協力し合うことで
効率的に業務を遂行できた」教
職員の割合が 
Ａ １００％   である 

Ｂ  ８７％ 以上である 
Ｃ  ７５％ 以上である 

Ｄ  ７５％ 未満である  
Ａ 

・教員８名を対象に、「お互いに協力し合うことで効率的に

業務を遂行できたかどうか」を聞いた結果、「よくできた」

と回答した教員が７５％（昨年度３８％）、「まあまあでき

た」と回答した教員が２５％（昨年度６２％）であった。 

・今後さらにＩＣＴ機器等を活用して事務的作業の効率化を

図り、自らの業務に対して改善の意識を持ちながら職務遂行

にあたる。 

学校関係者評価委員会の評価 

・生徒数がここ３年間で、倍増しているのに教員数がそのままということなので、先生方にはオーバーワークにならないようにしていただきたい。 

・震災もあり、先生方も例年以上に多忙であると思う。効率化を図れるところは改善して業務を行って欲しい。 

・職員数も少なく、校務が重なったり、出張も多くなったりと大変だと思うが、メインとサブでお互いに協力し合い、無理せず頑張って欲しい。  

 

学校関係者評価委員会の評価を踏まえた今後の改善策 

・生徒数が増えて、授業の他に多様な状況への対応も増えているので、外部機関と連携したり支援を鋭意受けたりして、業務の軽減を図る。 

・震災による、心身の負担増は確かにあるので、教職員全員で協力しながら、チーム七尾城北として業務を行う。 

・校務分掌の役割分担に固執せず、特定の教職員に業務が集中しないように、業務の分散を行う。 

・教職員の心身の健康維持のために、年休・特別休暇・振替など、遠慮せず適切に取得してもらう。 

 

 

 

【その他のご意見】 

・生徒数が増えているということは、地域での学校の存在意義が高まっていると言うことである。生徒には学校生活において最善を尽くせるように

指導をお願いしたい。 

 

【その他のご意見に対する今後の改善等】 

・地域での本校の存在意義が益々認識され、地域の児童生徒の確かな学びの場のとしての信頼が高まるように、鋭意精進する。  

・生徒が学校生活において最善を尽くせるように、心の安定を図り適切な学習支援と集団生活の中で人間関係をより良く保つ力を鋭意育成する。 

 

 


